
日 建 連 活 動 報 告

用
な
資
料
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
完

成
し
た
。

　
検
討
会
で
は
内
容
周
知
の
た
め
、東

京（
二
月
十
三
日
）、大
阪（
同
月
十
九

日
）の
二
会
場
で
会
員
企
業
対
象
の
説

明
会
を
行
っ
た
。以
下
、東
京
・
日
本
橋

茅
場
町
の
東
京
証
券
会
館
ホ
ー
ル
で
の

説
明
会
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

　
冒
頭
、日
建
連
の
渡
辺
博
司
常
務
執

行
役
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
方
自
治
体

と
ご
指
導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
環
境

省
担
当
部
局
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
た
。

　
次
に
、来
賓
の
環
境
省
環
境
再
生
・

資
源
循
環
局
廃
棄
物
規
制
課
の
涌
田

清
久
課
長
補
佐
か
ら
、「
行
政
側
の
判

断
も
地
域
ご
と
・
案
件
ご
と
に
異
な
る

の
で
、こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
完
成
に
よ

っ
て
、問
題
解
決
に
向
け
て
一
歩
進
ん

「
既
存
地
下
工
作
物
の
取
扱
い
に

  
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の

 
策
定
と
説
明
会
開
催

関
わ
る
た
め
、以
下
の
三
部
会
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
成
る「
有
用
地
下
工
作
物
検
討

会
」（
主
査
：
青
木
雅
路
㈱
竹
中
工
務

店
専
門
役
）が
編
成
さ
れ
た
。

・
建
築
技
術
開
発
委
員
会
　
技
術
研
究

　部
会
　
地
盤
基
礎
専
門
部
会

・
建
築
生
産
委
員
会
　
施
工
部
会

・
環
境
委
員
会
　
建
築
副
産
物
部
会

　
検
討
会
は
、当
初
、既
存
地
下
工
作

物
の
取
扱
い
の
実
態
把
握
の
一
環
と
し

て
環
境
担
当
部
局
の
あ
る
四
七
都
道
府

県
と
六
九
の
市
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼

し
、す
べ
て
の
自
治
体
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
。回
答

結
果
を
集
計
・
分
析
す
る

と
と
も
に
、既
往
の
実
施
例

や
学
術
論
文
等
を
収
集
し

た
結
果
、法
令
・
実
務
・
学

術
の
各
側
面
に
関
し
て
有

　
既
存
建
築
物
の
解
体
を
伴
う
建
築

工
事
に
お
い
て
、杭
な
ど
の
既
存
地
下

工
作
物
が
廃
棄
物
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
、撤
去
す
べ
き
か
存
置
し
た
方
が
良

い
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

判
断
の
目
安
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

た
め
で
、日
建
連
は
こ
の
問
題
に
対
し
、

環
境
省
の
ご
指
導
・
ご
助
言
の
も
と
、

既
存
地
下
工
作
物
の
取
扱
い
に
関
す
る

判
断
の
目
安
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
、幅
広
い
領
域
が

だ
と
考
え
る
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
発
行

後
の
運
用
が
大
事
で
あ
る
。ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
あ
る
よ
う
に
、施
工
に
当
た
っ
て

の
生
活
環
境
保
全
へ
の
配
慮
と
関
係
者

間
で
の
協
議
の
記
録
な
ど
を
し
っ
か
り

と
残
す
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
」と
の
お

話
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
青
木
主
査
が
、全
体
概
要
を

説
明
し
た
後
、自
治
体
と
の
協
議
に
本

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
述
べ
た
。次
に
、伊
藤
仁
委
員（
東

亜
建
設
工
業
㈱
）、矢
島
淳
二
委
員

（
東
急
建
設
㈱
）、米
谷
秀
子
委
員（
鹿

島
建
設
㈱
）が
担
当
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン

ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、最
後
に
、

山
川
昭
次
委
員（
㈱
竹
中
工
務
店
）が

三
件
の
活
用
事
例
を
説
明
し
、ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
簡
略
化
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
紹
介
し
た
。

　
次
い
で
、最
近
の
日
建
連
活
動
を
紹

介
す
る
映
像
を
上
映
し
、若
者
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
建
設
業
界
と
な
る
た
め
に

働
き
方
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。映
像
に
は
そ

の
ほ
か
に
公
共
工
事
の
諸
課
題
に
関
す

る
意
見
交
換
会
や
け
ん
せ
つ
小
町
の
活

躍
推
進
等
、日
建
連
の
主
要
な
活
動
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、懇
談
会
の
出
席

者
は
熱
心
な
表
情
で
見
入
っ
て
い
た
。

　
続
い
て
、慶
應
義
塾
大
学
・
先
導
研

究
セ
ン
タ
ー
の
米
田
雅
子
特
任
教
授

が
、「
今
後
、自
然
災
害
の
頻
発
や
複
合

災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
く
な
か

で
、建
設
業
の
役
割
が
よ
り
一
層
重
要

に
な
る
。建
設
業
界
の
皆
様
に
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
事
前
防
災
に
努
め

る
と
と
も
に
、日
本
を
守
る
最
前
線
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
発
言

し
た
後
、乾
杯
の
発
声
を
行
い
懇
談
に

移
っ
た
。

第
三
四
回
新
春
懇
談
会
を
開
催

大
事
業
と
位
置
づ
け
、業
界
の
命
運
を

か
け
て
邁
進
し
て
い
る
。特
に
C
C
U

S
は
、独
自
に
モ
デ
ル
現
場
を
選
定
す

る『
日
建
連
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
推
進
モ
デ
ル
事

業
』等
を
通
じ
て
普
及
に
努
め
、魅
力

あ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
働
き
か
け

を
継
続
し
て
い
く
。今
後
も
建
設
業
の

健
全
な
発
展
と
社
会
的
理
解
の
促
進

に
向
け
て
様
々
な
活
動
を
幅
広
く
展

開
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　
日
建
連
は
一
月
二
十
二
日
、東
京
・

大
手
町
の
経
団
連
会
館
に
お
い
て
新
春

懇
談
会
を
開
催
し
た
。有
識
者
や
報
道

関
係
者
と
日
建
連
幹
部
が
懇
親
を
深

め
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
る
新
春
懇

談
会
も
、今
年
で
三
四
回
目
と
な
る
。

　
冒
頭
、山
内
隆
司
会
長
が
、「
日
建
連

で
は
、週
休
二
日
の
実
現
と
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
以
下
、C
C

U
S
）の
普
及
・
推
進
を
本
年
度
の
二

　
会
場
に
は
、「
土
木
賞
の
概
要
や
募

集
要
項
」「
第
六
〇
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
受
賞

作
品
」の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
た
。土
木

賞
パ
ネ
ル
に
は
本
年
か
ら
新
た
に
実
施

す
る「
日
建
連
表
彰
」の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、土
木
賞
の
創
設
で
期
待

さ
れ
る
効
果
や
、施
工
プ
ロ
セ
ス
を
重

視
し
た
施
工
者
団
体
の
賞
で
あ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
当
日
は
四
五
〇
名
以
上
の
有
識
者

や
新
聞
・
雑
誌
等
の
報
道
関
係
者
と
日

建
連
会
員
が
出
席
し
、盛
況
な
会
場
内

で
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
熱
心
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
新
春
懇
談
会

と
な
っ
た
。

登壇した環境省の涌田清久課長補佐

主催者挨拶をする山内隆司会長

既存地下工作物の
取扱いに関する
ガイドラインのリーフレット 
https://www.nikkenren.com/
publication/detail.html?ci=319

乾杯挨拶をする米田雅子特任教授

熱心に映像を見る出席者たち
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